
「汗血千里駒」「（「土陽新聞」明治16年連載）挿絵より 



 直寛（ちょっかん／なおひろ）は、幼名を習吉と

いい、嘉永6（1853）年10月5日、安田町に生まれ

ました。父は髙松順蔵、母千鶴は坂本龍馬の実

姉です。この年、ペリーが浦賀に来航、19歳の叔

父龍馬は、江戸で剣術修行をしていました。龍馬

の死は、習吉13歳のことになります。 
 その後、明治になって習吉は龍馬の兄権平の

養子となり、名を坂本南海男（なみお）に、さらに

明治17年（1884）、坂本直寛と改めました。 
 立志学舎に学んだ直寛は、自由民権運動を支

える人物のひとりとなり、著述と演説に力を発揮

します。とくにその弁舌は見事で、多くの聴衆を

魅了したと言われています。 
 直寛は叔父龍馬の存在を常に意識していまし

た。才谷梅次郎というペンネームを使ったことか

らもそのことがうかがえます(才谷梅太郎が龍馬

のペンネーム)。坂本龍馬の最初の本格的な伝

記『汗血千里駒』（かんけつせんりのこま）では、

龍馬の遺志を継ぐ人物として描かれています。 

 直寛の北海道行きは、叔父龍馬の抱いた開拓

の夢をそのまま引き継ぐものではありませんでし

た。明治20（1887）年、保安条例違反で投獄され

た直寛は、獄中で、聖書の「モーゼ」による「ヘブ

ライ」国建国の記述に天啓をうけ、キリスト教で結

ばれた兄弟たちによる共同体の建設を構想する

ようになりました。当初は、榎本武揚らが計画し

たメキシコ移民事業への参加を考えましたが、日

清戦争を経て、ロシアを見据えた「北門の鎖鑰

（要所）」としての北海道に注目します。 
 龍馬の跡目を継いだ実兄坂本直（髙松太郎／

小野淳輔）が、明治初年に函館府権判事をつと

めた縁も感じたのかもしれません。直は、龍馬の

北海道開拓の同志でもありました。 
 明治29（1896）年、北海道開拓を決意した直寛

は、盟友片岡健吉あての手紙に「潔き義に生き

る神の国」を建設すると書きました。キリスト教徒

の理想郷、そしてある種の共同体モデルをつくる

こと、これが直寛の計画だったのかもしれません。 
  
 今回の展示では、安田町に生をうけた坂本直

寛の生涯をたどり、直寛の北海道について紹介

します。併せて「北海道の土佐人」にも光をあて

ます。 
※開催にあたり、高知市立自由民権記念館のご

協力をいただきました。 

 龍馬には、早くから北海道開拓の計画があった

と言われています。 
 最初の企ては元治元（1864）年の頃であったと

され、同じ土佐藩の望月亀弥太らと蝦夷地開拓

について話し合ったと言いますが、望月ら同志が

池田屋事件に巻き込まれたことで断念、続いて

亀山社中時代に洋帆船「ワイルウェフ号」で計画

した蝦夷地行も、今度は長崎沖の暴風雨で船と

仲間を失って実現しませんでした。龍馬はなおも

あきらめず、海援隊創設後も「いろは丸」（紀州藩

船「明光丸」と衝突して沈没）、さらに「大極丸」

（購入に関わる問題が発生）と、自分が操ること

のできる船を手に入れるたびに北海道行きを計

画しましたが、すべて頓挫し、その夢はついに果

たされることなくこの世を去ることになったのでし

た。 
 龍馬は北海道に、北の守り、そして将来有望な

生産地となることを期待していたと言われます。

また背景には、多くの若者たちが薩長による武

力倒幕の中で犠牲になることを避けたい、そのた

めの北海道開拓という思いがあったと考えられて

います。 
 龍馬の妻おりょうは、こんな言葉を残しています。 
「北海道ですか、アレはずつと前から海援隊で開

拓すると云つて居りました。私も行く積りで、北海

道の言葉を一々手帳へ書き付けて毎日稽古して

居りました。」 
 

直寛 坂本直 

直寛屋敷跡（北海道） 
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